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(57)【要約】
【課題】ユーザが運転を行っていないときに、車内にお
いてユーザが心地よいと感じる体験を提供可能とする車
両用体験装置を提供する。
【解決手段】車両１０に搭載されて、ユーザへの体験提
供を可能とする体験用機器１１０と、体験用機器の作動
を制御する制御部１３０と、を備える車両用体験装置に
おいて、制御部は、ユーザが運転を行っていないとき、
車両内において、所定のモードで体験用機器の作動を制
御することで、ユーザが心地よいと感じる体験を提供す
るようにする。体験用機器の例としては、ルーフ部１２
に収納可能な表示部１１１をとすることができる。表示
部は、ルーフ部から車両のフロントウインドウ１３の領
域内で、通常運転時の視界を妨げる領域にまで至るよう
に展開される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両（１０，ＭＣ）に搭載されて、ユーザへの体験提供を可能とする体験用機器（１１
０，２０２）と、
　前記体験用機器の作動を制御する制御部（１３０，２０１）と、を備える車両用体験装
置において、
　前記制御部は、前記ユーザが運転を行っていないとき、前記車両内において、所定のモ
ードで前記体験用機器の作動を制御することで、前記ユーザが心地よいと感じる体験を提
供する車両用体験装置。
【請求項２】
　前記ユーザが運転を行っていないときは、駐車中、あるいは、自動走行機能を有する前
記車両における自動走行中を含む請求項１に記載の車両用体験装置。
【請求項３】
　前記車両は、電源部（１１）から供給される電力を受けて駆動する走行用の電動機を有
し、
　前記駐車中は、前記電源部への充電を行う場合を含む請求項２に記載の車両用体験装置
。
【請求項４】
　前記体験用機器は、画像を表示する表示部（１１１，２０２）を含み、前記車両のルー
フ部（１２，ＲＦ）に収納可能となっており、
　前記制御部は、前記所定のモードとして、前記表示部を前記ルーフ部から前記車両のフ
ロントウインドウ（１３，ＦＷ）の領域内で、通常運転時の視界を妨げる領域にまで至る
ように展開させる請求項１～請求項３のいずれか１つに記載の車両用体験装置。
【請求項５】
　前記体験用機器は、前記車両のウインドウ（１３、１４）に設けられた調光フィルム（
１１２）を含み、
　前記制御部は、前記所定のモードとして、前記調光フィルムによる前記ウインドウの遮
光を行う請求項１～請求項４のいずれか１つに記載の車両用体験装置。
【請求項６】
　前記体験用機器は、前記制御部によって前記所定のモードが行われるとき、シート上で
前記ユーザを包み込むように空調するシート空調部（１１３）、リクライニングして前記
ユーザの体重を分散して逃がす低反発シート（１５）、および前記車両のインストルメン
トパネル（１７）側に収納されるハンドル（１６）の少なくとも１つを含む請求項１～請
求項５のいずれか１つの車両用体験装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記ユーザの指示に応じて、前記所定のモードを実行する請求項１～請
求項６のいずれか１に記載の車両用体験装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記ユーザの姿勢、あるいは前記ユーザの体調から、前記ユーザの要望
を予測して、前記所定のモードを実行する請求項１～請求項６のいずれか１つに記載の車
両用体験装置。
【請求項９】
　前記車両（ＭＣ）は、自動走行機能を有し、
　前記制御部（２０１）は、前記車両の運転状態に応じて、前記表示部（２０２）を展開
させる展開量を変化させる請求項４に記載の車両用体験装置。
【請求項１０】
　前記制御部（２０１）は、前記車両（ＭＣ）の車室内の状態に応じて、前記表示部（２
０２）の表示画面の角度を変化させる請求項４または請求項９に記載の車両用体験装置。
【請求項１１】
　前記制御部（２０１）は、予め設定された注意喚起表示条件が成立した場合に、前記注
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意喚起表示条件に応じて予め設定された注意喚起画像を前記表示部（２０２）に表示する
請求項４、請求項９および請求項１０のいずれか１つに記載の車両用体験装置。
【請求項１２】
　前記制御部（２０１）は、前記表示部（２０２）を前記ルーフ部（ＲＦ）から展開した
り前記ルーフ部に収納したりするために前記表示部を移動させる移動速度を、前記車両（
ＭＣ）の状態に応じて変化させる請求項４、請求項９、請求項１０および請求項１１のい
ずれか１つに記載の車両用体験装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電源部への充電中に、車内においてユーザに心地よいと感じる体験を提供可
能とする車両用体験装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電気自動車等の充電中の過ごし方として、例えば、非特許文献１にいくつかの例
が記載されている。即ち、非特許文献１では、
・ディーラで飲み物やお菓子をいただく、
・雑誌を読む、
・車内で、スマートフォンを用いて、ＳＮＳ、ゲーム、メール、インターネット閲覧等を
する、
・テレビ、ＤＶＤ、音楽等の鑑賞をする、
・近くのお店で買い物、食事をする、
・あるいは、車内で仮眠をとる、等の内容が記載されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】「充電中の過ごし方！　日産リーフＱ＆Ａ」２０１９年３月２９日検索
、インターネット＜ＵＲＬ：ｈｔｔｐｓ：／／ｅｖ１．ｎｉｓｓａｎ．ｃｏ．ｊｐ／ＬＥ
ＡＦ／ＲＯＲＡ／ＱＵＥＳＴＩＯＮＳ／ＤＥＴＡＩＬ／１０５４＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記内容は、ユーザ（あるいはディラーの店員）が自ら行うものであり
、車両側から提供されるものにはなっていない。また、電気自動車の充電中に限らず、車
両全般においてユーザが運転を行っていないときに、車両内において、心地よい体験が得
られることが望ましい。
【０００５】
　本発明の目的は、上記問題に鑑み、ユーザが運転を行っていないときに、車内において
ユーザが心地よいと感じる体験を提供可能とする車両用体験装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は上記目的を達成するために、以下の技術的手段を採用する。
　本発明では、車両（１０，ＭＣ）に搭載されて、ユーザへの体験提供を可能とする体験
用機器（１１０，２０２）と、体験用機器の作動を制御する制御部（１３０，２０１）と
、を備える車両用体験装置において、制御部は、ユーザが運転を行っていないとき、車両
内において、所定のモードで体験用機器の作動を制御することで、ユーザが心地よいと感
じる体験を提供することを特徴としている。
【０００７】
　この本発明によれば、ユーザが運転を行っていないときに、体験用機器（１１０，２０
２）が制御部（１３０，２０１）によって所定のモードで作動制御されるので、ユーザは
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、車両内において、体験用機器（１１０，２０２）によって、心地よいと感じる体験を得
ることができる。
【０００８】
　尚、上記各手段の括弧内の符号は、後述する実施形態記載の具体的手段との対応関係を
示すものである。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】車両内における構成を示す説明面である。
【図２】第１実施形態における車両用体験装置の構成を示す説明図である。
【図３】ディスプレイが展開される様子を示す説明図である。
【図４】インストルメントパネル内に収納されるハンドルを示す説明図である。
【図５】第２実施形態における車両用体験装置の構成を示す説明図である。
【図６】表示システムの構成を示すブロック図である。
【図７】車室内における有機ＥＬディスプレイの配置を示す図である。
【図８】ディスプレイ展開処理を示すフローチャートである。
【図９】通常展開長、二倍展開長および三倍展開長を示す図である。
【図１０】注意喚起表示処理を示すフローチャートである。
【図１１】注意喚起表示の第１の具体例を示す図である。
【図１２】注意喚起表示の第２の具体例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、図面を参照しながら本発明を実施するための複数の形態を説明する。各形態に
おいて先行する形態で説明した事項に対応する部分には同一の参照符号を付して重複する
説明を省略する場合がある。各形態において構成の一部のみを説明している場合は、構成
の他の部分については先行して説明した他の形態を適用することができる。各実施形態で
具体的に組み合わせが可能であることを明示している部分同士の組み合わせばかりではな
く、特に組み合わせに支障が生じなければ、明示していなくても実施形態同士を部分的に
組み合せることも可能である。
【００１１】
　（第１実施形態）
　第１実施形態の車両用体験装置１００を図１～図４に示す。車両用体験装置１００は、
例えば、電気自動車（ＥＶ）やプラグインハイブリッド自動車（ＰＨＶ）等のように、車
両１０のバッテリ１１から供給される電力を受けて駆動する走行用の電動機（走行用モー
タ）を有する車両１０に搭載されている。バッテリ１１は、本発明の電源部に対応する。
本実施形態では、ユーザが運転を行っていないとき、つまり、以下の充電ステーションに
駐車してバッテリ１１に充電を行う場合の例として説明する。
【００１２】
　図１、図２に示すように、車両１０には、駐車中にバッテリ１１の充電を行う際に、例
えば、全国の高速道路サービスエリア、ガソリンスタンド、自動車販売店、有料駐車場、
あるいはショッピングセンター等に設置されている充電ステーションにおける充電器の充
電コネクタ１を接続するための充電リッド１１ａが設けられている。充電コネクタ１は、
充電器における電力をバッテリ１１に供給する電力供給部である。充電リッド１１ａは、
充電コネクタ１の受け部であり、車両側充電器を介してバッテリ１１に接続されている。
【００１３】
　車両用体験装置１００は、体験用機器１１０、入力部１２０、および制御部１３０等を
備えている。
　体験用機器１１０は、ユーザへの体験提供を可能とする機器であり、後述する制御部１
３０によって、その作動が制御されるようになっている。体験用機器１１０は、例えば、
ディスプレイ１１１、調光フィルム１１２、シート空調部１１３、低反発シート１５、お
よびハンドル１６等として設定することができる。
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【００１４】
　ディスプレイ１１１は、例えば、薄型の有機ＥＬディスプレイ（ＯＬＥＤ）が使用され
ており、ルーフ部１２に収容可能となっている。ディスプレイ１１１は、本発明の画像を
表示する表示部に対応する。通常運転時において、ディスプレイ１１１は、運転時のユー
ザの視界を妨げないように、下側となる一部が横長の帯状となってフロントウインドウ１
３の上側にせり出している。通常運転時においては、ディスプレイ１１１は、例えば、車
両１０の各種走行情報（走行速度、走行モード、走行距離、航続可能距離、バッテリ残量
等）にかかる補助的な表示、あるいはカーナビゲーションシステムによる目的地案内情報
の表示等を行うようになっている。
【００１５】
　また、バッテリ１１の充電時においては、図３に示すように、ディスプレイ１１１は、
ユーザの指示（指示信号）に基づき、全体がルーフ部１２から更にせり出して、大画面を
形成するようになっている。即ち、バッテリ１１の充電時においては、ディスプレイ１１
１は、通常運転時のユーザの視界を妨げる領域にまで至るように展開されるようになって
いる。ディスプレイ１１１は、上記の各種走行情報や、目的地案内情報の他にも、テレビ
、ＤＶＤ（映画）、ゲーム、チャット、パソコンソフト等の表示もできるようになってお
り、後述するように、主に充電時に利用可能となっている。
【００１６】
　尚、上記のようにディスプレイ１１１を大画面展開したときに、例えば、ディスプレイ
１１１にコントローラや、キーボード等を接続することで、ゲーム、チャット、パソコン
ソフトの実行等が可能となっている。
【００１７】
　調光フィルム１１２は、例えば、車両１０のフロントウインドウ１３、サイドウインド
ウ１４に設けられて、ユーザの指示（指示信号）に基づき、車室内への外光透過を制御（
透過率可変による透過、遮光の制御）するようになっている。調光フィルム１１２を透過
状態に設定することで、各ウインドウ１３、１４は、通常の透明なガラスのようになって
、外部に対するユーザの視界が確保される。また、調光フィルム１１２を遮光状態に設定
することで、各ウインドウ１３、１４には、あたかもブラインドが形成されたようになっ
て、外部から車室内が視認できない（のぞかれない）ようになっている。
【００１８】
　シート空調部１１３は、例えば、低反発シート１５の座面の下側に、本体部となる送風
機が設置されて、ユーザの指示（指示信号）に基づき、低反発シート１５の座面や背もた
れに複数設けられた空気通路を介して、車両用空調装置で空調された空気の一部を、シー
ト１５に座るユーザに対してスポット的に供給する空調部となっている。シート空調部１
１３は、例えば、ＡＩ（人工知能）を備えており、車室内全体を空調するのではなく、ユ
ーザを包み込むように空調する空調部となっている。
【００１９】
　低反発シート１５は、背もたれに複数段階に調節可能なリクライニング機能が設けられ
て、座面や背もたれは、ユーザの体重を受けると沈み込んで、体重を分散して逃がすシー
トとなっている。低反発シート１５は、ユーザの体重による反発が発生しにくくなってい
ることから、ユーザは自分の体重を感じにくく（無重力の感覚が得られるように）なって
いる。
【００２０】
　ハンドル１６は、図４に示すように、ユーザの指示（指示信号）に基づき、車両１０の
インストルメントパネル１７側に収納可能となっており、収納された状態では、ユーザの
膝元の空間が拡大されるようになっている。
【００２１】
　入力部１２０は、充電時にユーザが体験用機器１１０のうち、どの機器を作動させたい
かを選択するためのスイッチ部となっている。入力部１２０は、例えば、タッチパネルス
イッチ、メカスイッチ、あるいは音声入力スイッチ等として設けることができる。入力部
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１２０に入力されたユーザの指示信号は、後述する制御部１３０に出力されるようになっ
ている。
【００２２】
　制御部１３０は、入力部１２０からの指示信号に応じて、体験用機器１１０（１１１、
１１２、１１３、１５、１６等）の作動を制御する制御手段となっている。また、制御部
１３０は、充電リッド１１ａに充電コネクタ１が接続されている間は、バッテリ１１に対
する充電が実施されていると検出（認識）するようになっている。
【００２３】
　尚、制御部１３０の一例は、少なくともプログラムを格納したメモリと、このプログラ
ムを実行する少なくともひとつのプロセッサとを備えるコンピュータである。この場合、
コンピュータは、ＣＰＵ：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ、またはＧ
ＰＵ：Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔなどと呼ばれる少なくともひ
とつのプロセッサコアを備える。メモリは、記憶媒体とも呼ばれる。メモリは、プロセッ
サによって読み取り可能な「プログラムおよび／またはデータ」を非一時的に格納する非
遷移的かつ実体的な記憶媒体である。記憶媒体は、半導体メモリ、磁気ディスク、または
光学ディスクなどによって提供される。プログラムは、それ単体で、またはプログラムが
格納された記憶媒体として流通する場合がある。
【００２４】
　車両用体験装置１００の構成は、以上のようになっており、次に、車両用体験装置１０
０の作動と作用効果について説明する。
　まず、充電ステーションにおけるバッテリ１１の充電時には、ユーザによって充電リッ
ド１１ａに充電コネクタ１が接続される。制御部１３０は、充電コネクタ１が充電リッド
１１ａに接続されることによって、充電が開始されたことを検出する。また、制御部１３
０は、充電コネクタ１が充電リッド１１ａから外されることによって、充電が終了された
ことを検出する。
【００２５】
　そして、ユーザが、充電中に体験用機器１１０のいずれを作動させたいかを入力部１２
０に入力すると、入力された指示信号は、制御部１３０に出力される。制御部１３０は、
指示信号に基づいて、所定のモードで体験用機器１１０の作動を制御する。
【００２６】
　例えば、ユーザからディスプレイ１１１を用いたテレビ放映、あるいはＤＶＤ（映画）
の再生希望があると、制御部１３０は、ディスプレイ１１１をフロントウインドウ１３の
領域内に大きく展開させる（図３中の破線）。そして、制御部１３０は、希望のテレビ放
映、あるいはＤＶＤ再生を行う。ユーザは、通常の車両１０では見られない迫力ある大画
面で、テレビやＤＶＤを満喫（体験）することができる。尚、ユーザの指示がゲーム、チ
ャット、パソコンソフト等であれば、制御部１３０は、ゲーム、チャット、パソコンソフ
ト等の表示を行う。ユーザは、充電中にゲーム、チャット等を満喫する、あるいはパソコ
ンソフトの実行により仕事（文章や説明資料等の作成）を行うこともできる。
【００２７】
　また、ユーザから調光フィルム１１２を用いた各ウインドウ１３、１４の遮光の希望が
あると、制御部１３０は、調光フィルム１１２を遮光状態にする。これにより、車室内の
プライベート感を高めることができる。更に、外部から車室内が容易にのぞかれないよう
にすることができる。例えば、充電ステーションが、駐車場の奥まった暗い場所にあって
、不意に外部の人から車室内をのぞかれると、ユーザは極めて不安な気持ちを抱く。上記
のように、調光フィルム１１２による各ウインドウ１３、１４を遮光することにより、ユ
ーザは、不安無く充電中の時間を過ごすことが可能となる。
【００２８】
　また、ユーザからスポット空調の要求があると、制御部１３０は、シート空調部１１３
を作動させる。シート空調部１１３は、ユーザを包み込むように空調して快適な温度調整
を行う。尚、シート空調部１１３は、ＡＩ（人工知能）によって、現在使用しているユー
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ザの特性（寒がり、暑がり、足部冷え症等）に合せて作動され、ユーザにとって快適な空
調を実現できる。
【００２９】
　また、ユーザから低反発シート１５のリクライニング要求があると、制御部１３０は、
ユーザの希望する角度に背もたれを倒す。これにより、ユーザがリラックスした姿勢を保
つことができる。また、低反発シート１５は、ユーザの体重による反発が発生しにくくな
っていることから、ユーザは自分の体重を感じにくく（無重力の感覚が得られ）、まるで
浮かんでいるかのようにくつろぎの時間を過ごすことができる。
【００３０】
　また、ユーザからハンドル１６の収納指示があると、制御部１３０は、ハンドル１６を
インストルメントパネル１７内に収容する。これにより、ユーザの膝元の空間が拡大され
、車室内におけるくつろぎの姿勢を邪魔されることがない。
【００３１】
　以上のように、本実施形態によれば、充電時間中にユーザの指示に応じて、体験用機器
１１０が制御部１３０によって所定のモードで作動制御されるので、ユーザは、車両内に
おいて、体験用機器１１０によって、充電待ちの時間に心地よいと感じる体験を得ること
ができる。
【００３２】
 （第２実施形態）
　第２実施形態の車両用体験装置１００Ａを図５に示す。第２実施形態の車両用体験装置
１００Ａは、上記第１実施形態の車両用体験装置１００に対して、ユーザの状態を検出す
る状態検出部１４０を追加したものとしている。
【００３３】
　状態検出部１４０は、例えば、ユーザの姿勢、あるいはユーザの体調等を検知する検知
手段であり、カメラ１４１、シートセンサ１４２、生体センサ１４３等を用いることが可
能である。
【００３４】
　カメラ１４１は、主にユーザを撮影することでユーザの姿勢（座り姿勢、リクライニン
グ姿勢、あるいは顔の向き等）にかかるデータを取得して、取得したデータを制御部１３
０に出力するようになっている。カメラ１４１は、例えば、車両１０にＤＳＭ（ドライバ
ーステータスモニター）システムが搭載されている場合であれば、ＤＳＭシステムのカメ
ラを流用することができる。
【００３５】
　シートセンサ１４２は、低反発シート１５の座面や背もたれに複数分布するように設け
られて、ユーザの体重分布データを取得するセンサであり、取得したデータを制御部１３
０に出力するようになっている。
【００３６】
　生体センサ１４３は、ユーザに接触可能なように、例えば、低反発シート１５の座面等
に設けられている。生体センサ１４３は、例えば、ユーザの体温、脈拍数（心拍数）等を
計測し、計測結果を制御部１３０に出力する。尚、生体センサ１４３は、血圧、脳波、お
よび発汗量等、他の生体情報を計測するものであってもよい。
【００３７】
　そして、制御部１３０は、状態検出部１４０で検知されたユーザの状態から、ユーザの
要望を予測して、体験用機器１１０の作動を制御する。
 例えば、ディスプレイ１１１を展開した状態で、制御部１３０は、状態検出部１４０（
カメラ１４１、あるいはシートセンサ１４２）から、ユーザの姿勢あるいは顔の向きを判
定して、ディスプレイ１１１の表示面の向き（表示角度）をユーザが見やすい向きに調整
する。
【００３８】
　あるいは、シート空調部１１３を作動させた状態で、制御部１３０は、状態検出部１４
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０（生体センサ１４３）から、ユーザの体温に基づいて、スポット空調の設定温度を調整
する。あるいは、制御部１３０は、状態検出部１４０（生体センサ１４３）から、ユーザ
の脈拍数（心拍数）に基づいて（脈拍数が所定値より高いと）、調光フィルム１１２の遮
光を行う。
【００３９】
　以上のように、本実施形態では、ユーザの姿勢、あるいはユーザの体調から、ユーザの
要望を予測して、制御部１３０は、体験用機器１１０の作動を制御するので、ユーザ体験
における感動（体験サービスに対する満足度）をより高めることができる。
【００４０】
　（第３実施形態）
　以下に本開示の第３実施形態を図面とともに説明する。
　第３実施形態の表示システム２００は、自動運転および手動運転の両方が可能な自動運
転車両に搭載され、図６に示すように、表示制御装置２０１と、有機ＥＬディスプレイ２
０２と、展開装置２０３と、再生装置２０４と、チューナ２０５と、ドライバーステータ
スモニター２０６（以下、ＤＳＭ２０６）と、操作スイッチ２０７とを備える。ＤＳＭは
、Driver Status Monitorの略である。以下、表示システム２００を搭載している車両を
自車両ＭＣという。なお、自車両ＭＣは、図６に示しておらず、図７に示している。
【００４１】
　表示制御装置２０１は、制御部２１１と、表示制御装置２０１の外部と制御部２１１と
の間で信号の入出力を行わせるための外部入出力回路２１２とを備える。
　表示制御装置２０１は、ＣＰＵ２２１、ＲＯＭ２２２およびＲＡＭ２２３等を備えたマ
イクロコンピュータを中心に構成された電子制御装置である。マイクロコンピュータの各
種機能は、ＣＰＵ２２１が非遷移的実体的記録媒体に格納されたプログラムを実行するこ
とにより実現される。この例では、ＲＯＭ２２２が、プログラムを格納した非遷移的実体
的記録媒体に該当する。また、このプログラムの実行により、プログラムに対応する方法
が実行される。なお、ＣＰＵ２２１が実行する機能の一部または全部を、一つあるいは複
数のＩＣ等によりハードウェア的に構成してもよい。また、表示制御装置２０１を構成す
るマイクロコンピュータの数は１つでも複数でもよい。
【００４２】
　制御部２１１は、ＣＰＵ２２１と、ＲＯＭ２２２と、ＲＡＭ２２３と、入出力ポート２
２４と、ＣＡＮ通信部２２５と、広域無線通信部２２６と、これらを相互に接続するバス
ライン２２７とを備える。ＣＡＮは、Controller Area Networkの略である。ＣＡＮは登
録商標である。
【００４３】
　ＣＰＵ２２１は、ＲＯＭ２２２に記憶されたプログラムに基づいて、表示制御装置２０
１を制御するための各種処理を実行する。ＲＯＭ２２２は、不揮発性メモリであり、ＣＰ
Ｕ４１が実行するプログラムと、プログラムの実行時に参照されるデータとを記憶する。
ＲＡＭ２２３は、揮発性メモリであり、ＣＰＵ２２１の演算結果等を一時的に記憶する。
【００４４】
　入出力ポート２２４は、制御部２１１の外部と制御部２１１との間で信号の入出力を行
わせるための回路である。
　ＣＡＮ通信部２２５は、ＣＡＮ通信プロトコルに従って、車両に搭載された複数の車載
装置（例えば、電子制御装置およびセンサ等）との間でデータ通信を行う。
【００４５】
　広域無線通信部２２６は、広域無線通信網を介して、車両の外部に設置された通信装置
との間でデータ通信を行う。
　有機ＥＬディスプレイ２０２は、複数の有機ＥＬ素子が行列状に配置されて、可撓性を
有する薄い板状に形成された表示装置である。
【００４６】
　展開装置２０３は、駆動源となるモータと、モータの駆動力を有機ＥＬディスプレイ２
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０２へ伝達するギア列とを備える。展開装置２０３は、図７に示す車両のルーフ部ＲＦと
フロントウインドウＦＷとの境界付近におけるルーフ部ＲＦ内に設置されている。
【００４７】
　図７に示すように、展開装置２０３は、ルーフ部ＲＦ内に収納されている有機ＥＬディ
スプレイ２０２を、ルーフ部ＲＦとフロントウインドウＦＷとの境界付近におけるルーフ
部ＲＦ側に形成された図示しない開口部から引き出されるように移動させる。これにより
、展開装置２０３は、運転席ＤＳに着座している運転者ＤＲに対してフロントウインドウ
ＦＷを隠すように有機ＥＬディスプレイ２０２を展開する。
【００４８】
　また展開装置２０３は、フロントウインドウＦＷを覆い隠すように展開している有機Ｅ
Ｌディスプレイ２０２を、開口部を通ってルーフ部ＲＦ内に収納されるように移動させる
ことができる。
【００４９】
　再生装置２０４は、映像記録媒体に記録されたデータを読み込んで、読み込んだデータ
に基づいて音声信号および映像信号を生成し、生成した音声信号および映像信号を出力す
る。
【００５０】
　チューナ２０５は、ＡＭ放送、ＦＭ放送およびテレビ放送の放送信号を受信して、受信
した放送信号に基づいて音声信号および映像信号を生成し、生成した音声信号および映像
信号を出力する。
【００５１】
　ＤＳＭ２０６は、運転者ＤＲの顔を撮影した顔画像の画像解析により、運転者ＤＲの状
態を検出する。
　操作スイッチ２０７は、例えばセンターコンソールに設置され、車両の乗員が操作スイ
ッチ２０７を操作することにより、各種指示を表示制御装置２０１へ出力する。
【００５２】
　このように構成された表示システム２００において、制御部２１１のＣＰＵ２２１は、
ディスプレイ展開処理および注意喚起表示処理を実行する。
　まず、制御部２１１のＣＰＵ２２１が実行するディスプレイ展開処理の手順を説明する
。ディスプレイ展開処理は、制御部２１１の動作中において繰り返し実行される処理であ
る。
【００５３】
　ディスプレイ展開処理が実行されると、ＣＰＵ２２１は、図８に示すように、まずＳ１
０にて、自車両ＭＣが停車中であるか否かを判断する。具体的には、ＣＰＵ２２１は、Ｃ
ＡＮ通信部２２５を介して、車両に搭載された車載装置から、自車両ＭＣの走行速度（以
下、車速）を示す車速情報を取得し、車速情報が示す車速に基づいて、自車両ＭＣが停車
中であるか否かを判断する。
【００５４】
　ここで、自車両ＭＣが停車中でない場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ４０に移行する。一
方、自車両ＭＣが停車中である場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ２０にて、操作スイッチ２
０７から低速指示が入力されているか否かを判断する。低速指示は、有機ＥＬディスプレ
イ２０２を展開または収納するための有機ＥＬディスプレイ２０２の移動を低速で行うこ
とを指示する。
【００５５】
　ここで、低速指示が入力されている場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ３０にて、ＲＡＭ２
２３に設けられた高速移動フラグＦ１をクリアして、Ｓ５０に移行する。以下の説明にお
いて、フラグをセットするとは、そのフラグの値を１にすることを示し、フラグをクリア
するとは、そのフラグの値を０にすることを示す。
【００５６】
　一方、低速指示が入力されていない場合には、ＣＰＵ２２１は、操作スイッチ２０７か
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ら高速指示が入力されていると判断して、Ｓ４０に移行する。高速指示は、有機ＥＬディ
スプレイ２０２を展開または収納するための有機ＥＬディスプレイ２０２の移動を高速で
行うことを指示する。
【００５７】
　Ｓ４０に移行すると、ＣＰＵ２２１は、高速移動フラグＦ１をセットして、Ｓ５０に移
行する。
　Ｓ５０に移行すると、ＣＰＵ２２１は、自車両ＭＣが手動運転中であるか否かを判断す
る。具体的には、ＣＰＵ２２１は、ＣＡＮ通信部２２５を介して、自車両ＭＣに搭載され
た自動運転制御装置から、自車両ＭＣの運転モードを示す運転モード情報を取得し、運転
モード情報が示す運転モードに基づいて、自車両ＭＣが手動運転中であるか否かを判断す
る。運転モード情報は、少なくとも、自車両ＭＣが、手動運転中であるか、レベル２の自
動運転中であるか、レベル３の自動運転中であるか、充電中であるかを示す。
【００５８】
　ここで、自車両ＭＣが手動運転中である場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ６０にて、ＲＡ
Ｍ２２３に設けられた展開レベルＬＥＶＥＬに１を格納して、Ｓ１４０に移行する。
　一方、自車両ＭＣが手動運転中でない場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ７０にて、取得し
た運転モード情報に基づいて、自車両ＭＣがレベル２の自動運転中であるか否かを判断す
る。ここで、レベル２の自動運転中である場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ８０にて、展開
レベルＬＥＶＥＬに２を格納して、Ｓ１４０に移行する。
【００５９】
　一方、自車両ＭＣがレベル２の自動運転中でない場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ９０に
て、取得した運転モード情報に基づいて、自車両ＭＣがレベル３の自動運転中であるか否
かを判断する。ここで、レベル３の自動運転中である場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ１０
０にて、展開レベルＬＥＶＥＬに３を格納して、Ｓ１４０に移行する。
【００６０】
　一方、自車両ＭＣがレベル３の自動運転中でない場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ１１０
にて、取得した運転モード情報に基づいて、自車両ＭＣが充電中であるか否かを判断する
。ここで、充電中である場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ１２０にて、展開レベルＬＥＶＥ
Ｌに３を格納して、Ｓ１４０に移行する。
【００６１】
　一方、自車両ＭＣが充電中でない場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ１３０にて、展開レベ
ルＬＥＶＥＬに１を格納して、Ｓ１４０に移行する。
　そして、Ｓ１４０に移行すると、ＣＰＵ２２１は、Ｓ１４０にて、展開レベルＬＥＶＥ
Ｌに格納されている値が３であるか否かを判断する。ここで、展開レベルＬＥＶＥＬに格
納されている値が３である場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ１５０にて、ＤＳＭ２０６から
、運転席ＤＳのリクライニング角度を示すリクライニング情報を取得する。ＤＳＭ２０６
は、運転者ＤＲの顔を撮影した顔画像の画像解析により、運転者ＤＲの視線方向を検出し
、この視線方向に基づいてリクライニング角度を算出する。
【００６２】
　さらにＣＰＵ２２１は、Ｓ１６０にて、取得したリクライニング情報が示すリクライニ
ング角度と、リクライニング角度と展開増減量との対応関係が予め設定された展開増減量
マップとに基づいて、展開増減量を設定し、Ｓ１８０に移行する。展開増減量マップは、
ＲＯＭ２２２に記憶されている。
【００６３】
　またＳ１４０にて、展開レベルＬＥＶＥＬに格納されている値が３でない場合には、Ｃ
ＰＵ２２１は、Ｓ１７０にて、展開増減量を０に設定し、Ｓ１８０に移行する。
　Ｓ１８０に移行すると、ＣＰＵ２２１は、高速移動フラグＦ１と、展開レベルＬＥＶＥ
Ｌと、展開増減量とに基づいて、有機ＥＬディスプレイ２０２を展開し、ディスプレイ展
開処理を終了する。
【００６４】
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　具体的には、ＣＰＵ２２１は、展開レベルＬＥＶＥＬが１である場合には、図９に示す
ように、有機ＥＬディスプレイ２０２の下端とルーフ部ＲＦとの間の距離が、通常展開長
ＮＥＬとなるように、有機ＥＬディスプレイ２０２を展開する。通常展開長ＮＥＬは、一
般的なバックミラーの縦方向長さと略等しい長さである。
【００６５】
　またＣＰＵ２２１は、展開レベルＬＥＶＥＬが２である場合には、有機ＥＬディスプレ
イ２０２の下端とルーフ部ＲＦとの間の距離が、二倍展開長ＤＥＬとなるように、有機Ｅ
Ｌディスプレイ２０２を展開する。二倍展開長ＤＥＬは、通常展開長ＮＥＬの２倍の長さ
である。
【００６６】
　またＣＰＵ２２１は、展開レベルＬＥＶＥＬが３である場合には、有機ＥＬディスプレ
イ２０２の下端とルーフ部ＲＦとの間の距離が、三倍展開長ＴＥＬと展開増減量との加算
値となるように、有機ＥＬディスプレイ２０２を展開する。従って、有機ＥＬディスプレ
イ２０２の下端とルーフ部ＲＦとの間の距離は、展開増減量が正値である場合には三倍展
開長ＴＥＬより長くなり、展開増減量が負値である場合には三倍展開長ＴＥＬより短くな
る。三倍展開長ＴＥＬは、通常展開長ＮＥＬの３倍の長さである。
【００６７】
　表示制御装置２０１は、自車両ＭＣが手動運転中である場合には、自車両ＭＣの後部に
設置されて自車両ＭＣの後方を撮影する後方カメラで撮影した画像を有機ＥＬディスプレ
イ２０２に表示する。また表示制御装置２０１は、後方カメラで撮影した画像に車両が映
っている場合には、車両の位置を強調表示するために検知マーカーを有機ＥＬディスプレ
イ２０２に表示する。
【００６８】
　表示制御装置２０１は、高速移動フラグＦ１がセットされている場合には、予め設定さ
れた高速移動速度で、有機ＥＬディスプレイ２０２を展開または収納するように有機ＥＬ
ディスプレイ２０２を移動させる。
【００６９】
　表示制御装置２０１は、高速移動フラグＦ１がクリアされている場合には、高速移動速
度より小さくなるように設定された低速移動速度で、有機ＥＬディスプレイ２０２を展開
または収納するように有機ＥＬディスプレイ２０２を移動させる。
【００７０】
　表示制御装置２０１は、自車両ＭＣが、レベル３の自動運転中、駐停車中または充電中
である場合には、エンタメ映像（例えば、動画またはゲーム画像）、ウェブ会議映像、ま
たは、自動運転制御情報を有機ＥＬディスプレイ２０２に表示する。エンタメ映像は、再
生装置２０４またはチューナ２０５で生成された映像信号が表示制御装置２０１に入力さ
れることにより有機ＥＬディスプレイ２０２に表示される。ウェブ会議映像は、表示制御
装置２０１が広域無線通信部２２６を介して映像情報を受信することにより有機ＥＬディ
スプレイ２０２に表示される。自動運転制御情報は、表示制御装置２０１がＣＡＮ通信部
２２５を介して自動運転制御装置から自動運転制御情報を受信することにより有機ＥＬデ
ィスプレイ２０２に表示される。
【００７１】
　なお、表示制御装置２０１は、自車両ＭＣがレベル３の自動運転中である場合に、後方
カメラで撮影した画像を有機ＥＬディスプレイ２０２に表示するようにしてもよい。
　有機ＥＬディスプレイ２０２は、図７に示すように、フロントウインドウＦＷを覆い隠
すように展開しているときには、表示画面が湾曲している。このため、有機ＥＬディスプ
レイ２０２の表示画面が車室側へ向いている角度は、展開増減量に応じて変化する。
【００７２】
　次に、制御部２１１のＣＰＵ２２１が実行する注意喚起表示処理の手順を説明する。注
意喚起表示処理は、制御部２１１の動作中において繰り返し実行される処理である。
　注意喚起表示処理が実行されると、ＣＰＵ２２１は、図１０に示すように、まずＳ３１
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０にて、予め設定された注意喚起表示条件が成立したか否かを判断する。注意喚起表示条
件は、少なくとも、以下の第１表示条件および第２表示条件を含む。第１表示条件は、運
転者ＤＲの自宅に設置されている監視装置から、広域無線通信部２２６を介して、宅配物
が到着した旨を示す宅配便到着通知を受信することである。第２表示条件は、自車両ＭＣ
に搭載された自動運転制御装置から、ＣＡＮ通信部２２５を介して、自動運転の終了を予
告する終了予告通知を受信することである。
【００７３】
　ここで、注意喚起表示条件が成立していない場合には、ＣＰＵ２２１は、注意喚起表示
処理を終了する。一方、注意喚起表示条件が成立した場合には、ＣＰＵ２２１は、Ｓ３２
０にて、成立した注意喚起表示条件の内容に応じて、予め設定された注意喚起画像を有機
ＥＬディスプレイ２０２に表示し、注意喚起表示処理を終了する。
【００７４】
　例えば、第１表示条件が成立した場合には、ＣＰＵ２２１は、自宅に設置されている監
視装置から、自宅の玄関前にいる宅配人の顔を撮影した映像を示す映像情報と、宅配人が
発話した音声を示す音声情報とを、広域無線通信部２２６を介して、受信する。そしてＣ
ＰＵ２２１は、図１１に示すように、受信した映像情報が示す映像を有機ＥＬディスプレ
イ２０２に表示し、受信した音声情報が示す音声を車室内のスピーカから出力する。
【００７５】
　また、第２表示条件が成立した場合には、ＣＰＵ２２１は、図１２に示すように、終了
予告通知の内容を示す画像を有機ＥＬディスプレイ２０２に表示し、終了予告通知の内容
を示す音声を車室内のスピーカから出力する。終了予告通知の内容は、例えば、あと２ｋ
ｍで自動運転区間が終了するために電子ミラーモードに戻ることである。電子ミラーモー
ドは、有機ＥＬディスプレイ２０２の縦方向長さを通常展開長ＮＥＬにするモードである
。
【００７６】
　このように構成された表示システム２００の表示制御装置２０１は、自動走行機能を有
する自車両ＭＣの運転状態に応じて、有機ＥＬディスプレイ２０２を展開させる展開量を
変化させる。本実施形態における運転状態は、手動運転中、レベル２の自動運転中、レベ
ル３の自動運転中および充電中を含む。これにより、表示システム２００は、有機ＥＬデ
ィスプレイ２０２の表示画面を、自車両ＭＣの運転状態に応じた適切な大きさにすること
ができる。
【００７７】
　また表示制御装置２０１は、自車両ＭＣの車室内の状態に応じて、有機ＥＬディスプレ
イ２０２の表示画面の角度を変化させる。本実施形態における車室内の状態は、運転席Ｄ
Ｓのリクライニング角度である。これにより、表示システム２００は、車室内の状態に応
じて、有機ＥＬディスプレイ２０２の表示画面を自車両ＭＣの乗員に見易くすることがで
きる。
【００７８】
　また表示制御装置２０１は、予め設定された注意喚起表示条件が成立した場合に、注意
喚起表示条件に応じて予め設定された注意喚起画像を有機ＥＬディスプレイ２０２に表示
する。これにより、表示システム２００は、有機ＥＬディスプレイ２０２を見ている自車
両ＭＣの乗員に対して、必要に応じて注意喚起を行うことができる。
【００７９】
　また表示制御装置２０１は、有機ＥＬディスプレイ２０２をルーフ部ＲＦから展開した
りルーフ部ＲＦに収納したりするために有機ＥＬディスプレイ２０２を移動させる移動速
度を、自車両ＭＣの状態に応じて変化させる。本実施形態における自車両ＭＣの状態は、
走行中および停車中を含む。これにより、表示システム２００は、自車両ＭＣの状態に応
じた適切な移動速度で有機ＥＬディスプレイ２０２を展開したり収納したりすることがで
きる。
【００８０】
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　以上説明した実施形態において、表示システム２００は車両用体験装置に相当し、自車
両ＭＣは車両に相当し、表示制御装置２０１は制御部に相当し、有機ＥＬディスプレイ２
０２は体験用機器および表示部に相当する。
（その他の実施形態）
　この明細書および図面等における開示は、例示された実施形態に制限されない。開示は
、例示された実施形態と、それらに基づく当業者による変形態様を包含する。例えば、開
示は、実施形態において示された部品および／または要素の組み合わせに限定されない。
開示は、多様な組み合わせによって実施可能である。開示は、実施形態に追加可能な追加
的な部分をもつことができる。開示は、実施形態の部品および／または要素が省略された
ものを包含する。開示は、ひとつの実施形態と他の実施形態との間における部品および／
または要素の置き換え、または組み合わせを包含する。開示される技術的範囲は、実施形
態の記載に限定されない。開示されるいくつかの技術的範囲は、請求の範囲の記載によっ
て示され、更に請求の範囲の記載と均等の意味および範囲内での全ての変更を含むものと
解されるべきである。
【００８１】
　本開示に記載の制御部１３０およびその手法は、コンピュータプログラムにより具体化
された一つないしは複数の機能を実行するようにプログラムされたプロセッサを構成する
専用コンピュータにより、実現されてもよい。あるいは、本開示に記載の装置およびその
手法は、専用ハードウエア論理回路により、実現されてもよい。もしくは、本開示に記載
の装置およびその手法は、コンピュータプログラムを実行するプロセッサと一つ以上のハ
ードウエア論理回路との組み合わせにより構成された一つ以上の専用コンピュータにより
、実現されてもよい。また、コンピュータプログラムは、コンピュータにより実行される
インストラクションとして、コンピュータ読み取り可能な非遷移有形記録媒体に記憶され
ていてもよい。
【００８２】
　上記第１実施形態では、制御部１３０は、ユーザの入力部１２０に入力された指示信号
に応じて、体験用機器１１０の作動を制御するものとして説明した。しかしながら、これ
に限定されることなく、体験用機器１１０の充電時における作動の必要性の高いものにつ
いては、制御部１３０は、指示信号によらず、充電中であることを検知した段階で、作動
させるようにしてもよい。例えば、制御部１３０は、充電中であることを検知したら、調
光フィルム１１２を自動的に遮光状態にする、あるいは、ハンドル１６を自動的に収納さ
せる等の制御を行ってもよい。
【００８３】
　また、上記第２実施形態では、制御部１３０は、ユーザが入力部１２０に入力した指示
信号と、状態検出部１４０によって検出されたデータとに基づいて、体験用機器１１０の
作動を制御するものとして説明した。これに限らず、状態検出部１４０によって検出され
たデータに基づいて、体験用機器１１０の作動を制御するものとしてもよい。
【００８４】
　また、上記各実施形態における調光フィルム１１２に代えて、サイドウインドウ１４に
設けられる透明ディスプレイとしてもよい。透明ディスプレイは、通常運転時においては
、例えば、視界を確保しつつ外部に対する広告表示を行い、また、充電中は、外部に対し
て例えば「ただ今、充電中です」等の表示を行うものとしてもよい。
【００８５】
　また、上記各実施形態における体験用機器１１０の種類（ディスプレイ１１１、調光フ
ィルム１１２、シート空調部１１３、低反発シート１５、およびハンドル１６）は、これ
に限定されるものではなく、他の機器でもよく、また、組合せも任意である。
【００８６】
　また、上記各実施形態では、車両用体験装置１００、１００Ａは、電気自動車やプラグ
インハイブリッド自動車等の充電時に適用されるものとして説明したがこれに限定される
ものではない。車両１０の駆動源は限定されることなく（例えば、一般的な、ガソリンエ
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動走行機能を備える車両において、自動走行中（ユーザが運転を行っていないとき）に適
用されるものとしてもよい。自動走行中において、ユーザは、車両用体験装置１００、１
００Ａによって、心地よいと感じる体験を得ることができる。
【００８７】
　また、車両用体験装置１００、１００Ａは、上記のような一般的な車両全般において、
充電中や、自動運転中に限らず、パーキング等での駐車中（例えば、休憩中のためにユー
ザが運転を行っていないとき）に適用されるものとしてもよい。この場合も、駐車中にお
いて、ユーザは、車両用体験装置１００、１００Ａによって、心地よいと感じる体験を得
ることができる。
【００８８】
　尚、車両用体験装置１００、１００Ａによるシート空調部１１３の作動にあたっては、
他の機器と比べて消費電力が相対的に大きいため、上記のような充電中、あるいは自動走
行中に採用することが望ましい。
【００８９】
　本開示に記載の制御部２１１およびその手法は、コンピュータプログラムにより具体化
された一つ乃至は複数の機能を実行するようにプログラムされたプロセッサおよびメモリ
を構成することによって提供された専用コンピュータにより、実現されてもよい。あるい
は、本開示に記載の制御部２１１およびその手法は、一つ以上の専用ハードウェア論理回
路によってプロセッサを構成することによって提供された専用コンピュータにより、実現
されてもよい。もしくは、本開示に記載の制御部２１１およびその手法は、一つ乃至は複
数の機能を実行するようにプログラムされたプロセッサおよびメモリと一つ以上のハード
ウェア論理回路によって構成されたプロセッサとの組み合わせにより構成された一つ以上
の専用コンピュータにより、実現されてもよい。また、コンピュータプログラムは、コン
ピュータにより実行されるインストラクションとして、コンピュータ読み取り可能な非遷
移有形記録媒体に記憶されてもよい。制御部２１１に含まれる各部の機能を実現する手法
には、必ずしもソフトウェアが含まれている必要はなく、その全部の機能が、一つあるい
は複数のハードウェアを用いて実現されてもよい。
【００９０】
　上記実施形態における１つの構成要素が有する複数の機能を、複数の構成要素によって
実現したり、１つの構成要素が有する１つの機能を、複数の構成要素によって実現したり
してもよい。また、複数の構成要素が有する複数の機能を、１つの構成要素によって実現
したり、複数の構成要素によって実現される１つの機能を、１つの構成要素によって実現
したりしてもよい。また、上記実施形態の構成の一部を省略してもよい。また、上記実施
形態の構成の少なくとも一部を、他の上記実施形態の構成に対して付加または置換しても
よい。
【００９１】
　上述した表示制御装置２０１の他、当該表示制御装置２０１を構成要素とするシステム
、当該表示制御装置２０１としてコンピュータを機能させるためのプログラム、このプロ
グラムを記録した半導体メモリ等の非遷移的実体的記録媒体、表示制御方法など、種々の
形態で本開示を実現することもできる。
【符号の説明】
【００９２】
　１０…車両、１１…バッテリ（電源部）１２…ルーフ部、１３…フロントウインドウ（
ウインドウ）、１４…サイドウインドウ（ウインドウ）、１５…低反発シート（シート）
、１６…ハンドル、１００，１００Ａ…車両用体験装置、１１０…体験用機器、１１１…
ディスプレイ（表示部）、１１２…調光フィルム、１１３…シート空調部、１３０…制御
部、２００…表示システム、２０１…表示制御装置、２０２…有機ＥＬディスプレイ、Ｍ
Ｃ…自車両
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